
令和３年１月３０日（土） １０時００分
於 南流山センター ２階 大ホール １

流山ぐりーんバス
「南流山・木ルート」
経路変更に係る説明会
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１．はじめに
流山ぐりーんバスの概要について

２．南流山・木ルート変更について
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流山ぐりーんバスは、流山市と
バス事業者の協定に基づき
運行している、駅と周辺市街地を
結ぶ公共交通機関です。

駅から徒歩圏外で一定の人口集積が
あり、高齢者が多く、路線バスの
運行が見込めない住宅地と駅を
結び、市民の移動利便性の向上を
目的としています。

市内６ルートで運行しています。

①概要
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②運行開始からこれまでの経緯
■平成１７年１１月２１日に市内３ルートで運行を開始。

（江戸川台東ルート、江戸川台西ルート、松ケ丘ルートの３ルート）

■平成１９年３月１日に西初石ルートの運行を開始。

■平成２１年３月１日に美田・駒木台ルートの運行を開始。

■平成２２年３月１日に野々下・八木南団地循環ルートの運行を開始。

■平成２５年６月３日に松ケ丘ルートと野々下・八木南団地

循環ルートを接続し、松ケ丘・野々下ルートとして運行を開始。

■平成２９年４月１日に南流山・木ルートの運行を開始。
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③ぐりーんバスの事業スキーム
■市とバス事業者との協定に基づき、バス事業者に運行を委託しています。
運行経費から運行収入を差し引いた赤字分を市が補填しています。

ぐりーんバス事業を継続していくためには、皆様のご利用が不可欠です。

ぐりーんバス事業は
収支率５０％を事業継続のための指標としています。

収支率（％）＝運賃収入（円）÷運行経費（円）×１００
※収支率５０％＝運行経費の半分の運賃収入

※当該指標はコロナ禍以前のもので、現在、地域公共交通計画を策定する中で今後の在り方を検討しています。
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①新規経路について
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変更内容
１０時から１６時までの間、
南流山７丁目方面へ延伸

バス停留所
３箇所に新設

回り方
【既存部分】
・始発から１３時４０分発⇒時計回り
・１４時発から終便まで⇒反時計回り
【延伸部分】
⇒時計回りのみ

南流山駅
南口

南流山自治会館入口

南流山８丁目西

木自治会館
入口

木西

木南

木

船戸

南流山３丁目

７号公園

南流山
センター

南流山
８丁目東

南流山７丁目北

南流山７丁目

８号公園

今回延伸となる部分

８



②時刻表について
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７丁目への延伸に伴い、全バス停において、運行ダイヤが変更になります。
運行間隔（１０時から１６時まで）:２０分⇒３０分
１日の便数:４４便⇒３８便（６便減）
※時計回り（始発～１３:４０発）一部抜粋 ※反時計回り（１４:００発～終便）一部抜粋

９
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■令和元年度 南流山自治会から南流山７丁目方面への延伸要望

■令和元年１１月

～令和２年９月 南流山自治会・バス事業者と経路変更に係る協議

■令和２年１０月 バス事業者・流山警察現場立ち合い

■令和２年１２月１４日 流山市地域公共交通活性化協議会第３回会議の議題として提案

⇒全会一致で可決

■令和３年１月３０日 南流山・木ルート変更に係る説明会

■令和３年２月 南流山・木ルート変更に係る認可申請提出

■令和３年４月１日 変更経路での運行開始（予定）

③これまでの経緯と今後の予定

１０


